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【30年後の理想像】
学生が作り上げるまち

重点政策①概要 重点政策②概要 重点政策③概要

トライやる政策立案大会 サテライトオフィス誘致三田市立大学

【政策の目的】
・若者の意見を反映しやすくするこ
とで若者の流出を防ぐ。又は、新た
な若者が入ってきやすくする。

【政策の目的】
・学生自身が働きやすい場を作る
・地方（三田）での就職先の確保

【政策の目的】
・若者の流出を防ぐため
・進学先の確保

【事業内容】
・１グループ数人の学生が政策立案を行いチームごと
で競わせ、優勝したチームの政策を実施に向けて検討
してもらう。（大会自体は年に1度）

審査
・校内予選は生徒による投票
・学校別の本戦は市内の学校を５Gで中継したうえ

で投票も行う。また、役所職員の投票も行う。学生と
役所職員のポイントに差は設けない。

【事業内容】
【事業内容】

【費用】
・大会設備費
・資料製作費 【費用】【費用】

・湊川短期大学を公立化
・２学部新設・計4学部
農学部
三田市の自然を活用
（三田市特有の生態系を利用）
創造政策学部
地方行政について学ぶ
学生議会に関わる

看護学部 既存の物を残す
教育学部 既存の物を残す

30年後に完成を目指す

ワクワク三田！若者が輝ける街

・サテライトオフィスを誘致
オンライン上でサテライトオフィスの募集を行う。

（売り）地震の被害が少なく大阪や神戸へのアクセス
がしやすい。また都市部に比べて地価が安い。
（）
・学生アンケートを実施
・2年に1度
・中2高2

・なりたい職業について
アンケート結果を参考に企業の誘致をできるだけ行

う。



ワクワク三田！若者が輝ける街

チーム名
NO PLAN,NO LIFE

大島志保美
神谷茉菜岸田琴菜

大島志保美

ビジョン

メンバー
赤穂知明 新川智也
松下千紘

30年後の理想のまち 現実のまち

【ビジョンが示す理想の状態】
・子どもが将来住みたいと思えるまち

【なぜ上の理想を実現したいのか？】
・人口減少と高齢化を食い止めるため

【ビジョンと現状のギャップ】
・人口減少と高齢化が進んでいる
・若者の主張が受け入れられにくい
・若者の流出が進んでいる。

【現状が維持された場合の社会の姿】
・人口減少が続き１１万人いた人口が9万人に
なると推測される。（三田市資料より）
・北摂三田ニュータウン開発時に移ってきた人
の高齢化により市の高齢化率の上昇。



重点政策①詳細

政策の詳細政策の概要
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【政策の目的】

・若者の意見を反映しやすく
することで若者の流出を防ぐ。
又は、新たな若者が入ってき
やすくする。

【誰のための政策か】

・中２・高2

【政策を実施する主体】

・三田市地域戦略室政策課

【政策を実施する期間】

・無期限

【事業内容】＊政策を実行するための具体的方法

・１グループ数人の学生が政策立
案を行いチームごとで競わせ、優
勝したチームの政策を実施に向け
て検討してもらう。（大会自体は
年に1度）

審査
・校内予選は生徒による投票

・学校別の本戦は市内の学校を
５Gで中継したうえで投票も行う。

また、役所職員の投票も行う。学
生と役所職員のポイントに差は設
けない。

・授業で必修化にする。

【政策にかかる費用】
・大会設備費
・資料製作費

【政策による影響への対策】
・選挙で選ばれたわけではない
人（学生）の政策が通ることへ
の苦情？
↓

・学生もいち意見を持つ人格者
であり、若者の意見を通してさ
らに三田が住みやすくなる可能
性の説明

政策名
トライやる政策立案大会



重点政策②詳細

政策の詳細政策の概要
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【政策の目的】
・若者の流出を防ぐため
・進学先の確保

【誰のための政策か】
・高校生以下

【政策を実施する主体】
・公立学校法人

【政策を実施する期間】
・無期限

政策名
三田市立大学

元からいた学生が公立に代わ
ることへの不安
↓

・学費が安くなることの説明
・短期大学のつもりで入学し
た学生が全員卒業するまでは2

年制を残す



重点政策③詳細

政策の詳細政策の概要
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【政策の目的】
・学生自身が働きやすい場を作る
・地方（三田）での就職先の確保

【誰のための政策か】
・将来三田で就職しようと考えて
いる若者

【政策を実施する主体】

・三田市地域振興部産業戦略
室産業政策課

【政策を実施する期間】

・無期限

政策名
サテライトオフィス誘致

・誘致場所は三田市で現在増
え
ている空き家を使う

・空き家のリノベーション
補助費

〔外壁５０万・耐震工事２５万・
床張り替え２０万円〕

※工事の最低限費用
※２年に一度のアンケートでトップ１
の企業を誘致

空き家に限界が来た時の
対応
↓

例：二階建てであれば一
階はA企業、二階はB企業
に割り振るなど割り当て
の細分化を行う



2029年の自治体予算 予算の算出の対策

歳
入
の
部

歳
出
の
部

【重点政策予算の捻出方法】
・ありがとう！三田っ子応援基金を大学の初期投資費に充てる
約年間２億円の削減 それを積み建てる。
・サテライトオフィスの補助費も同基金から捻出する
※基金の財源はふるさと納税で、使用用途が教育・福祉に限ら
れる。

【現在の自治体予算からの変更点とその理由】
ありがとう！三田っ子応援基金は、バラマキのような政策で市
長の恣意的な判断で寄付をするというものであり税金の使い道
として再考すべきだと考えたため。

【予算面の変革に伴う対策】
住民説明会等は行う。

（注）一般財源ベース


